
 

 

 

令和５年度修了！ 
 春分を過ぎ、昼が長くなる季節となりました。本日、３月２２日を 

もって令和５年度を修了しました。授業日数は２０３日（小１・中１ 

は２０１日）でした。全員にそれぞれの学年の修了証書を渡しました。 

 この一年間、保護者の皆様、地域の皆様のお陰をもちまして、様々 

な行事を行うことができ、素晴らしい体験ができました。子どもたち 

の成長に大きな意義があったと確信しています。また、ふだんの授業 

での子どもたちは、みんなで学ぼうとする姿が素晴らしく、少人数授業の良さを実感したところです。  

 昨日は、冬の終わりを告げる風物詩である大野原高原の野焼きが行われました。広大な高原が一面真

っ黒に焼き尽くされました。この真っ黒な高原が４月になると鮮やかな緑色に生まれ変わります。今日

の修了式は、野焼きのような役割を持っているのかなと感じたところです。 

まだまだ達成できていない課題もたくさんありますが、一年を締めくくり、心身ともにリセットして、

また４月から力強く新しい芽を出して頑張ってほしいと思います。 

 今日の修了式、辞任式には、小学校６年生と中学校３年生も参加してくれました。お世話になった先

生方に一目会いたいという気持ちが伝わってきました。ここにも大野原の子どもたちの優しさ、心の豊

かさが感じられました。 

 本当に素晴らしい一年間でした。ありがとうございました。 

 

離任式 ～先生方お世話になりました！～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役 職 氏   名 本校勤務 転出先等 

教 頭 江下  毅 ２年 有田中学校 

教 頭  栗山 茂樹 ３年 明倫小学校 

教 諭  八田伊津子 １年 退職→嬉野小学校 

講 師  片渕  賢 １年 吉田中学校(新採) 

ＳＳＳ  江口由香里 １年 退職 

高 原 の 風 23 号 
嬉野市立大野原小中学校 

令和 6 年 3 月 2 2 日  

文責 校 長  桑原 智仁 

 

春は別れの季節とも言いますが、定期

異動により、本年度末をもって５名の先

生方が転退職されることになりました。

それぞれの立場で、大野原小中学校のた

めにご尽力いただいた先生方です。 

新天地でのご活躍を祈念いたします。 

大野原の思い出はいろい

ろ・・・ 

いろいろあっても何より子

どもたち、保護者・地域の

皆様の顔を忘れません。

（栗山） 

４月からも小中学生の頑張

りを高原の風に乗せて届け

てください。 

とても温かい小中学生や保

護者・地域の皆様、お世話

になりました。（片渕） 

あけゆく  そらの 
あかねいろ～♪ 
明るく元気な歌
声、すばらしかっ
たです!! 
お世話になりまし
た。皆様のご多幸
をお祈りします。
（八田） 

明るく優しくかわいい子どもたちと、親身であたたかな先生方に囲まれて、 

とても楽しい日々でした。一年間、本当にありがとうございました。（江口） 

 

 

 

 

 

毎朝、子どもたちの元気な「おはようございます」のあい

さつの声を聞き、気持ちよく一日を始めることができまし

た。豊かな自然と人情味にあふれる方々に恵まれ、楽しく

過ごさせていただきました。本当に感謝しかありません。

お世話になりました。（江下） 

 

 

 

 

 

大野原高原の野焼き ３月２１日 



ありがとう！田中繁幸さん!! 

 本日３月２２日をもって、５年生の田中繁幸さんが大野原を 

去り、岐阜県に戻られることになりました。 

 繁幸さんは３年前、岐阜県から転入してきました。明るい性 

格で卓球が上手く、大野原に新しい風を吹かせてくれました。 

 ５年生は、６年生になっても一緒に頑張ることを楽しみにし 

ていましたが、家庭の事情ですのでしかたありません。 

繁幸さんと過ごした日々は、私たちにとって忘れられない思 

い出です。いつかまた会える日を楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより「高原の風」をご愛読いただきありがとうございました 

 令和５年度も「高原の風」にのせて子どもたちの学校での様子や私の教育に対する考え方等に

ついて発信してきたつもりですが、うまく伝わったでしょうか。この一年間、子どもたちにとっ

て大変充実した教育活動を行うことができましたことは、地域の皆様のご協力のお陰であり、感

謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。 

 来年度も子どもたちの活躍を中心にお伝えしていきたいと思います。今後ともどうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

貴
重
な
高
原
留
学
三
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
中 

あ
き
こ
（（
小
五 

繁
幸
） 

 
 

岐
阜
県
か
ら
佐
賀
県
に
来
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

居
心
地
良
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
実
家
の
母
親
の
体
調
の
事  

な
ど
あ
り
、
寂
し
い
で
す
が
留
学
生
活
を
終
え
る
事
に
致
し
ま
し
た
。 

 

繁
幸
が
小
二
に
上
が
る
春
、
世
の
中
が
急
変
し
ま
し
た
。
突
然
の
コ
ロ
ナ

で
三
カ
月
の
休
校
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
実
家
の
母
校
が
少

子
化
で
廃
校
決
定
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
卓
球
練
習
も
出
来
ず
、
不
安
な
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
一
度
し
か
な
い
貴
重
な
子
ど
も
時
代
を
、
ど
こ
で
ど
う
過
ご

し
た
ら
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
の
か
、
非
常
に
思
い
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
に
、
卓
球
サ
イ
ト
の
特
集
記
事
で
大
野
原
卓
球
部
を
知
り
、
私
た
ち

親
子
の
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

あ
の
時
、
勇
気
を
出
し
て
行
動
を
起
こ
し
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
野
原
は
、
最
高
の
学
校
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

見
て
も
こ
れ
程
安
心
し
て
過
ご
せ
る
手
厚
い
教
育
環
境
は
無
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
先
生
方
や
地
域
の
方
々
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
は
じ
め
役
員
の

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
経
験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
き
め
細
か
い
丁
寧
な
学
習
指
導
、
豊
富
な
学
校
行
事
、
音
楽
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
文
武
両
道
に
人
間
教
育
、
す
べ
て
の
力
を
最
大
限
に
伸
ば
せ

る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

人
生
に
お
い
て
基
礎
と
な
る
大
切
な
小
学
生
時
代
を
大
野
原
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
何
事
に
も
忍
耐
強
く
前
向
き
に
、
そ
し
て
優
し
さ
を
持
て
る
人

間
に
育
っ
て
く
れ
た
事
を
、
親
と
し
て
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
野
原
は
、
い
つ
ま
で
も
心
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
仲
間
と
過
ご
し
た
日
々

を
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
至
ら
な
い
私
で
多
々
ご
迷
惑
を
お

か
け
致
し
ま
し
た
が
、
温
か
く
支
え
て
下
さ
り
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

卓
球
部
の
み
ん
な
へ
・
・
・ 

 

い
つ
か
全
国
大
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
♪ 

佐賀県小学生オープン卓球大会 

男子アスリートの部（A 級） 第１位 川合滉大（小４）  第３位 川合裕大（小６） 

 男子チャレンジの部（B 級） 第１位 前田瞬哉（小４）  第２位 田中慧太（小４） 

 

漢字能力検定 満点合格証書  ６級  田中紗亜来（小５） 

      〃        ８級  朝日 陸翔（小３）※３年連続満点！ 

      〃       １０級  田中 芽那（小１） 

表彰おめでとう 

 


